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体育科

系統的な学習を意識した表現リズム遊びの指導

ー踊ることへの抵抗感に着目した『ダンス Pダンス肯ダンス！』の実践を通してー

1 はじめに

子どもたちが夢中になって体を動かしたり，友

だちと試行錯誤しながら動きをつくったりするこ

とができる体育の授業を目指したいといつも考え

ている。ダンス系領域でも，音楽やリズムにあわ

せて夢中になって体を動かすことを大切にする授

業を，子どもたちと共につくることを意識してき

た。しかしながら， 「体を動かすことが好きだ」

と答える子どもたちであっても， 「ダンスが踊っ

てみたい！」という思いは強いものの，「どうやっ

て踊ったらいいの？ J「リズムにのって踊るって？」

と戸惑う姿が見られた。このような姿を「踊るこ

とへの抵抗感Jととらえている。このような抵抗

感を抱いたままでは，表現リズム遊びの授業で目

指す子どもの姿である「リズムにのって踊る楽し

さを味わい，心身を解放して踊る」ことを実現す

ることは難しいと考える。

平成 20年の学習指導要領改訂にともない，中学

校では第 1学年及び第2学年で「ダンス系」領域

が必修となった。つまり， 「ダンス系j領域は小

学校第 1学年から中学校第2学年まで、必修になっ

たということである。 「ダンス系」領域は「表現

系ダンスJ「リズム系ダンス」「フォークダンス」

の「三つのダンス」で構成されている 1）。この中

でも， 「リズム系ダンス」は平成 10年告示の学習

指導要領で新たに導入された内容である。ロック

やサンパ，ヒップホップなどの現代的なリズムの

音楽にのって，自由に弾んで踊るダンスは，子ど

もたちの関心も高く，今の時代にあった学習内容

として内容に位置づけられたものである 2）。

しかしながら， 「ダンス系」領域では， 「技能
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の指導が難しく，どのように指導したらよし、か分

かりにくしリという声が教師側にあると言われて

いる。その原因は， 「ダンス系」領域の求める技

能が，系統性や構造性があり，易しいものから難

しいものへと習得を段階的に目指すものへとなっ

ていないことが大きな要因であると考えられてい

る3）。また， 「リズム系ダンス」のねらいにある

リズムの特徴をとらえ， リズムにのって全身で自

由に踊るということが教師側も子ども側もイメー

ジできていなかったり，イメージが共有できてい

なかったりすることがあると指摘されている 4）。

これらのことから，子どもたちが心身を解放し，

リズムにのることを楽しむ学びづくりが重要であ

ることと同時に，そのためには子どもたちが不安

に思っている「踊ることへの抵抗感」を発達段階

に応じて取り除くことが必要であることがわかる。

さらに，楽しく踊ることだけでなく，習得させた

い技能を整理し，系統性をもって指導していくこ

との必要性があるということである。

そこで，本実践においても一番大切にしたい子

どもたちの姿としては，表現リズム遊びの授業で

目指す子どもの姿である「リズムにのって踊り続

けることの楽しさを味わい，心身を解放して踊る

姿j とすることとする。そのために，初めてリズ

ム遊びの学習に出会う子どもたちの「踊ることへ

の抵抗感」に着目し，抵抗感を取り除くための方

法を手立てとして，学習内容を明確にしながら，

系統的に学習を進めていった， 3つの「ダンス P

ダンス大ダンス！ Jの実践の事例を挙げて報告し

たい。



湯浅：系統的な学習を意識した表現リズム遊びの指導
踊ることへの抵抗感に着目した『ダンス Pダンス大ダンス！』の実践を通して

2 授業づくりのポイント

(1) 「踊ることへの抵抗感Jとその手立て

心身を解放して踊ることを目標にしていても，

なかなか踊り始めることができないのは，子ども

たちの中に三つの抵抗感があるからだと考えた。

以下で，三つの抵抗感とその抵抗感を順番に取り

除き系統的に学習するための手立てを述べる。

；抵抗感 1 「どうやって踊るの？ J : 
L －ーーーー田ーーーーーーーーーーーーーーーーー＝ー＿，

「リズムにのって踊ってみよう」と言われでも，

自然に体を動かすことができる子どもは少ないの

ではないか。まずは，八つのなじみのある動き（以

下，動きの貯金箱）を子どもたちに体得させて，

その動きを組み合わせて踊ることで，最初の抵抗

感を乗り越えることができると考えた。

表 1 動きの貯金箱

0ケン・ケン・パッ
Oジャンプ
0おしり ふりふり
Oガッツ・ガッツ

0よこ• I tン・よこ・パン
Oスキップ・オー
0ひらく・とじる
O力ニ・パン・力ニ・パン

ジャンプやスキップ，ケン・ケン・パッは 1年

生の子どもたちで、あっても，普段の遊びの中で一

度は経験したであろう動きである。これらの動き

を踊りに使うことのできる動きとして， 「動きの

貯金箱」と名付け，習得していった。一つの動き

を繰り返して， 8カウントで練習した。一つひと

つの動きを習得することができた後に，グソレーフ。

で動きを二つ選択し，これらを組み合わせて（ 8

カウント× 4）音楽に合わせて踊るようにした。

！抵抗感2 「リズムにのって踊るってどうい l
i うこと？」

抵抗感 1が緩和されると同時にリズムに子ども

たちは着目すると考えた。しかし， 「リズムにの

る」ということを具体的に理解しにくいと感じ，

子どもたちと音楽に合わせて手拍子をしながら 8

カウントを数えさせてみた。すると， 「1・2・

3・4・5・6・7・8・1・・・」と休みをつ

くらないように， 8カウントを続けていけばよい
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のでは，ということに子どもたちは気が付いた。

そのことから， 「動きの貯金箱」の動きと動きを

組み合わせた時に，動きと動きの聞に休みを入れ

ずに，途切れないように踊ることが， 「リズムに

のっているのだ」と子どもたちと共通理解をは

かった。

最初のうちは動きに合わせて 8カウントを声に

出してとっていても，曲に引っ張られてしまうと

考え， 8カウント× 4を踊った後にサビの部分は

みんなで同じ踊りをすることにした。 2つの動き

を繰り返した後，ピタッとサビの踊りにつながる

ことで， 「休みを入れないでリズムにのって踊れ

ているんだ！ Jと子どもたちで実感できるように

した。

：抵抗感3 「上手く踊れているのかな？ J : 

抵抗感 1や2が緩和され始めると，新たな抵抗

感が生まれてくる。それが，抵抗感3の「上手く

踊れているのか？」という気持ちである。リズム

遊びに「上手いや下手はないのだよ！」と声をか

けても，この抵抗感はなかなか消えないと考えた。

そこで， 「上手く踊れているのか？ Jを自己評価

したり，他者評価したりするには，やはり「よい

動きjが明確である必要があると考えた。そこで，

「よい動き」を「弾むような動き」と子どもたち

と合意形成した。そのために，動きの貯金箱の動

きの質を「よい動きj つまり「弾む動きJにレベ

ルアップする必要があると考えた。中学年のリズ

ムダンスでは，技能として身につけたい動きとし

て学習指導要領に「体の各部分でリズムをとった

り，体幹部（おへソ）を中心にリズムにのったり

して全身で踊ること。」と明記されている 5）。中

学年へと技能を系統的につなげていくならば，腰

まわりを中心に沈んだり，はねたりする動きを習

得することが重要ととらえた。そこで本単元では，

腰と胸や肩の動きに注目させ，沈み込む動きと体

をうきあげる動きをセットにして着目した。どの

ように動かすかや動いているかについては，お互

い見合いながら，擬声語や擬態語を用いて，動き

を伝え合ったりしながら，練習に取り組むことに

した。
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一踊ることへの抵抗感に着目した『ダンス Pダンス大ダンス！』の実践を通して

(2）抵抗感の先にあるもの， 「探求」

「踊ることへの抵抗感j とその手立てについ三

点述べてきた。本単元では，抵抗感に着目したが，

抵抗感を乗り越えると，その先には，もっと工夫

をしてみたいと考える「向上心」が生まれるので

はないかと考え，同時に着目してみた。 『習得→

活用』の先にある『探求』である（図 1）。子ど

もたちは，学んだことを土台にして踊ることを楽

しみ始めると，音楽がかかると自然と体を動かす

ようになる。この段階に到達することで， 「自分

のグループだ、けの工夫した踊り」を目指すように

なると考える。

そこで1年生とし、う発達段階も考慮し， 「リズ

ズムにのって踊り続けるJことをより実感できる

こと，今の子どもたちの課題を反映しているもの

という視点で，学習内容を考えていった。そこで，

導き出したものが， 「友だちと調子を合わせて踊

る」ということである。子どもたちが自然に他者

（一緒に踊る仲間）とリズムを意識して，自分た

ちなりに工夫できる動きを，動きの貯金箱の動き

に組み合わせることで，さらに試行錯誤しながら，

踊ることができるのではないかと考えた。

これらのことに着目し，一つずつを課題として，

系統的に学んでいくことが， 「リズムにのって踊

り続ける楽しさを味わい，心身を解放して踊る姿J

を具現化していくことにつながると考える。

〉

な
い
よ
う
ね

図1 「ダンスPダンス女ダンス！」構想

3 授業の実際と考察 回に分けて行った。なお，授業計画は次頁表2の

通りである。

これらの授業づくりのポイントを採り入れて，

系統的な学習を意識し，小学校第 1学年で「ダン

スPダンス大ダンス！」の単元の実践を行う。 1

年生という発達段階も考慮し，全 10時間の単元を

Part I ( 5月）・ II ( 8月） ・ill(12月）の3

本稿は，全 10時間の単元のうち，授業づくりの

ポイントである「踊ることへの抵抗感Jを取り除

くための手立てにかかわる部分を中心に述べてい

る。
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「ダンスPダンス女ダンス！」単元計画表2

おG,1土合わサで 韓をおかそう 準濃運童書機織磯機スキッブtJ)重器i!i'E窓＇＇＇＞ Iご弗害重信かそう

Jえするミ

7 "'ii-< 
ちで3主義

へ7!fu一
〈浅う必苦
心14；主レ遣ううる

3華 寺署

ゑ窓会~蕊笠笠三議:2

子一度は経験したことある動きばかりなので，「踊ることへの抵抗感」を取り除くために、、，，，
ー（
 

自分でカウントどもたちはすぐに動きを習得し，【習得】「どうやって踊るの？ J①抵抗感 1

動くことができるようになった。

踊りの部品である動きの貯金箱を習得すること

をとりながら，(Part Iでの実践）

動きの貯金箱の八つの動きを 2時間かけて丁寧

に習得を行った。 次は「組み合わせて踊っていけばができたので，一つひとつの動きを 8カウント

準備運と子どもたちはすぐに認識し，よいのだ」教最初は，のまとまりとして意識できるように，

自分のお気に入りの動きを動で音楽に合わせて，とカウントを口ず「1・2・3・4・師が

イ吏って踊るようになってきた。子どもたちと向かい合って動きを確さみながら，

子どもたちは

やっとたしざん

5月下旬の実践であることから，

まだ1から 10までの数を習い，

8カウントを習い始めたという段階であるので，

×4の長さに四つの動きを入れることは，複雑す

二つの動きをグループで選択し，ぎると判断し，

いろいろな動きを組み合わせて踊ることにした。

書いて記録する

カード、を使って，組み合わせを決

めでは，すぐに踊ることにした。

試してほしいという思いがあり，

方法ではなく，

認していった。
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一踊ることへの抵抗感に着目した『ダンス Pダンス大ダンス 1』の実践を通してー

②抵抗感2 「リズムにのって踊るってどういう

こと？J【活用】（PartIでの実践）

動きの貯金箱の動きを組み合わせて踊ればいい

のだ，と認識した子どもたちで、あったが，お気に

入りの動きを組み合わせていく中で， 「なんだか

うまくつながらない・・・」と困るグノレーフ。が出

てくるようになった。以下が，困っていることと

して出た，子どもの意見である。

f A児： 「スキップ・オーJをした後に， 「ケン・ケン・
． パッJをしようと思っているんだけど， 「オーJつ

てジャンプした後に，またケンケンしようとした
ら， うまく眺べないです。

B児： 4回ケンパして，次にまた，スキップをしてるん
だけど， AB Cの音楽に合つてない気がするん
よ・.. 0 

I C児：ぼくは．合っていると思うんだけど・・・

そこで，このA児と B児のグ、ループの踊りをペ

アグ、ループが見てみることにした。すると，ベア

グループ。の子どもが，以下のような気づきを伝え

た。

D児： 「スキップ・オーJをした後に，すぐにケンパを i
してないよ， AくんとBくんは！

E児： Cくんは「オ｝」のあとに，お休みせずに， 「ケ！

ンケンJって始めているんよ。でも， AくんとB

くんは， 「オー」のあとに，ちょっとだけ，何も
してない時聞があって，あわてて「ケンケンJっ！

てやってるから間に合ってないんよ！ （図3と図：
4参照）

ここまでをA児にB児に伝えた後，どうやった

らいいかみんなで一緒に考えてほしいと，教師に

相談に来た。

図3 「スキップ・オー」をする様子

C児はパッと聞いていると

きにA児， B児はまだケン

ケンを行っている。

図4 「ケン・ケン・パッjをする様子

この後，全体でこのグ、ループの困っていること

と，ベアグループの気づ、き，どうしたら次の動き

に遅れないようにすることができるかについて話

し合った結果，子どもたちが出した方法である。

く漢の動きに遅れないように休みをつくらないようにするための方法〉

0動きの順番をしっかり覚える。
O一緒に踊っている友だちの様子をよく見ながら，踊るo

Q匝C敷主C最箆虫敷主之」刃汲よおら法虫動主企最m
の動きを頭でイメージしておく。

波線で示した子どもの意見は，動きを「準備局

面j 「主要局面j 「終末局面Jに分けて，動きを

自動化していくために必要な， 『コツ』について

述べている。リズム遊びにおいても途切れないよ

うに踊るために必要なコツについて，子どもが意

識し 1年生なりに説明をすることができた考えで

ある。

③抵抗感3 「上手く踊れているのかな？」

【活用】（PartEでの実践）

動きの貯金箱の動きを 2つ選択し，お休みをつ

くらないように組み合わせて踊ることができ，子

どもたちは少し自信をもって踊ることができるよ

うになってきた。

子どもたちの日記の中に， 「またダンスをやり

たい」や「もっと上手に踊ることができるように

なりたしリという言葉があったことをきっかけに，

「もっと上手になるためにはどんなふうに体を動

かしたらよいか？ Jという「よい動き」を見つけ，

それに向けてどのように練習していくかを課題に

Part Eの3時間を進めていくことにした。

；。「よい動き」＝「弾む動き』はどのように体を
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動かしたらよいのか？ ； 

「弾む動き」を全体で共通のイメージしていく

ために，よい動きをしている友だちの動きを全体

でしっかり観察して，その友だちと向かい合って，

全体で鏡のように動いて， 「見ることj 「動いて

みること」を同時に行うようにした。（以下，「ま
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ねっこタイム」）

図5 全体で弾む動きを観察する場面

図6 全体でまねっこタイムを行う場面

まずは，全体で「弾む動き」には，どこをどの

ように動かすかをしっかり観察させ，体のどの部

位を見るかを明確にさせた（図 5）。

ここで出た意見は以下の通りである。

＜弾む動きで見つけたこと＞

0おなかが，ぱこぱこしているo

~~~~動支払
O体がボールみたいに，沈んだ後にはねている。

O肩があがったり，さがったりしている。

ここで弾む動きにするために大切なことを「こ

しベルト」をパコパコさせたり，ボールみたいに

沈んだり、はねたりさせると，合意形成した。

次に，図 5でモデルとなった三人の男児を先生

役にし，全体で観察と模倣を同時に行うまねっこ

タイムを行った（図 6）。

この時に，子どもたちの動きは， リズムをしっ

かりとらえ，弾む動きにレベルアップしていた。

低学年の子どもにとって，まねっこタイムが非常

に重要であることが分かつた。 「こしベルト」を

意識して動かしている，女児の姿である（図 7）。
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図7 「こしベルト」を意識した動き

この女児は，膝をしっかり曲げ，おへそを中心

にして，体を上下に弾ませる動きがしっかりでき

るようになっている。この女児がこの後に，どの

ように「こしベルト」を動かしたかについて，こ

のように意見を述べている。

！ 「わたしは，こしベルトをパコパコ動かすのではなくて， ！ 
！パッコン・パッコンと動かしました。そうするとおへそ！
！が大きく動くような感じがしました。 ！ 

女児は，弾む動きは腰やおなかを動かすことだ

けでなく，動きにアクセントをつけていることが

分かつた。沈む動きより，跳ね上げたり，跳ね返っ

たりする動きの方が，弾む動きには大切だという

ことを体で感じることができていたのだと考える。

④「もっと工夫して踊れないかな？」

【探求】CPartmでの実践）

抵抗感を取り除くことに視点を当てて， 「習得

→活用」を意識して学習を進めてきて，子どもた

ちは「途切れないで踊ること」と「こしベルトを

弾ませて踊ることJの二点をしっかり意識できる

ようになってきた。 PartIIIでは，子どもたちが「リ

ズムにのりながら，途切れないように踊る」とい

う継続した課題をより意識することができるよう

に， 「友だちと調子を合わせた動き（ウキウキの

動き）」を入れて変化をつけることに挑戦した。

この挑戦を支えるための，具体的な取り組みにつ

いて，述べていきたい。

「ウキウキの動き」を踊りに取り入れる

動きの貯金箱の動きを 2つ組み合わせて踊り，
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「リズムにのって途切れないように踊るj ことは

中心の課題として貫いた。それと同時に， 「もっ

と工夫したい！」という子どもの思し、を実現し，

より課題に迫ることができるようにするために，

意図的に変化を導入していった。 「変化」が加わ

ることで，これまでのように一定の動きを組み合

わせて踊ることが難しい情況になる。 「リズムに

のって途切れないように踊るJために次の動きを

予想して準備することに加えて，友だちとピタリ

と合わせるために約束事をつくったり，工夫をし

たりしなくてはならない情況が生まれる。つまり，

このような情況をっくりだすことで，さらにリズ

ムを体で感じ，友だちと試行錯誤しながら踊るこ

とで，踊ることの楽しさや心地よさを感じること

をねらった。

「変イヒ」として導入したのは，友だちと調子を

合わせる動きである「ウキウキの動き」である。

「一人ではできないけど，三人以上の友だちとな

らできる動きはどんな動きがあるか？」と子ども

たちに投げかけると以下のようなウキウキの動き

が出てきた。

「－－・E ・－－－－－－－－－－－－－圃・ーーーーーー圃－－－－ーーーー・園、

0じゃんけん Oタッチ O鏡の動き

0おにご、っこ Oキャッチボール

0にらめっこ Oだるまさんがころんだ

Oパバ抜き（トランプ）

0かくれんぼ

L・ーーー圃圃ーーーーーーーー・園圃・ーーーーーーーーーーーーー圃ー田・ーー

この動きの中から， 「動きの貯金箱の動きに組

み合わせても，動きと動きの聞にお休みができに

くいものはなし、か？」という視点で，子どもたち

に選択させた。すると，この中から「ジャンケン」

「タッチ」 「鏡の動き」が選ばれた。 「タッチ」

と「鏡の動き」については，これまでにも準備運

動の中で、扱ったことがあるので，今回は「ジャン

ケン」を「ウキウキの動き」のメインの動きとし

て子どもたちの考えた踊りの中に組み込むことに

した。

「ジャンケンj を踊りの中に入れることで，子

どもたちは動きの貯金箱の動きに 2つの工夫を
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行っていた。図 8，図 9 （次頁）が子どもたちの

様子である。

図8のべアの男児たちは， 「ジャンケン」を入

れることで，体の向き（方向）を変えることを行っ

ていた。このベアは最初の 8カウントで「おしり

ふりふり」という動きを行っている（写真①）。

その時，背中合わせの方向で，「おしくらまんじゅ

うJをイメージして， リズムをとっている。次の

8カウントでは体を半回転させ、 「ケン・ケン・

ノfッ」の動きを行い（写真②）， 「パッ」のとこ

ろで，ジャンケンを行っている。 8カウントの問

にケン・ケン・パッの動きは4回できるが， 4回

目のパッの動きの時は，次に体を回転させるため

の準備を行い，お休みができないように工夫を

行っていることがわかる。

図9のベアの男児は動きのリズムを変えている。

このベアの男児は，動きの貯金箱の「ジャンプ」

を一つ目の動きとして選択している。動きの貯金

箱の動きとしては， 8カウントでジャンプの動き

を8回行うことになっている。そのままだと，ジャ

ンプで飛び上がった時にジャンケンをするので，

「ジャンケンj と「ポンj の動きができないと判

断した。そこで，写真②のように，飛び上がるた

めの準備の動きを入れて，その後，飛び上がり「ポ

ン」とジャンケンを出している。こうすることに

よって， 「1・2Jで準備の動き「3・4」で、ジャ

ンプ「 5・6」で準備の動き「 7・8」で、ジャン

プと動きのリズムを変えるという工夫を行ってい

る。

ウキウキの動きとして「ジャンケン」を取り入

れたことで，ジャンケンポンの「ポン」で友だち

とジャンケンができるように，と考えたことで子

どもたちは方向を変えて向き合うことができるよ

うにしたり，動きのリズムを変えて，同時に「ポ

ン」ができるように工夫を行ったりしていた。こ

の二つの事例を，全体で共有し，ほかのグループ。

がお互い見合ったり，考えたりするときの視点に

なるようにした。このことで，ほかのグループの

動きのリズムにも広がりが生まれ始めた。
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図8 体の向き（方向）を変える子どもの姿

図9 動きのリズムを変える子どもの姿

4 まとめ がったと私自身は実感している。

本研究では， 「リズムにのって踊り続けること

の楽しさを味わい，心身を解放して踊る姿」を実

現するために，子どもたちの「踊ることへの抵抗

感j に着目し，抵抗感を取り除くための方法を手

立てとして，学習内容を明確にしながら，系統的

に学習を進めていった。その結果，子どもたちは

抵抗感を順序立てて少しずつ取り除いていくこと

で，リズムにのることの楽しさを感じたり，動き

の質を高めるために，試行錯誤しながらいきいき

と学ぼうとしたりする姿をたくさん見ることがで

きると検証された。

子どもたちにとっても，大人である私たちに

とっても，リズムにのって自由に踊ることは本当

に心地よいことである。しかし，そこに達するた

めには，し、くつか乗り越えてし、かなければならな

い壁があるように感じている。子どもたちが自由

にのびのび、と体を動かすためには，学ぶ雰囲気づ

くりをつくることはもちろんであるが，技能の習

得も必要であるように思う。今回は「動きの貯金

箱」として8つの動きを習得し，その動きの質を

高め，アレンジしていくという流れで学習を行っ

ていった。そのことが，子どもたちの踊ることへ

の抵抗感を取り除き，自信をもって踊る姿につな

今後は，低学年のリズム遊びで習得した技能を

中学年のリズムダンスへどのようにつなげていく

のか，中学校のダンスへどのようにつながってい

くのかを整理していきたい。これらが整理される

ことで，学びが系統的につながっていくことにな

るはずである。そしてリズム遊びゃリズムダンス

の授業が子どもたちの運動能力や運動感にどのよ

うにつながっていくのかを検証しながら，子ども

たちといきいきと踊っていきたいと強く思う。
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